
紀伊半岛地域の羯色森M土の試科の喚を行ない,分析没討中。

上率の斌液吸収力詞定分析浅一一ダールグレイン氏の嘗滅定!iV去を応用し,従衆の慣 

行法あ、!び他の2 — 3 0沏定広と対比演讨し・大略つr 〇 Xうな侦向があることを碇湛 

しも

a)惧行法は新法よりも一役に俄が小さくでる。約1/2～1/冬

b ) 同一術面の各土柄の沏定値の大小による型は梢似型を示・丸(

c ) a)の原因は固定のさいのpHのちがいに命るものと判定される。

黑色土盛試料約10 〇点につさ.一次斂物毗の検定を行ない.［检て.X線制析,示錦分 

折卸定などの検时を加え,両者の竺を参照して,一次％:物,由成の結果のみで输易に母材•切定(と 

くに火山成混入度含)を行なう岑合の薦準矣の一部を作成した。

二)森林土翩面図染印)以算

断面のカラー写真慌必!5.以,住状"臓細尤3折而,印刷用製版2 5点をそれぞれ 

’終了しな.

6 こんごの問題点

イ)书1次调査;加日終了は林局の今後の调府内容

° )既住成果;てよるH単位(地破別)およぴ仝国球土型図の編腹方尖

ハ)とりまとめ土壊図の図示f触の決為

二)調査成果(土型)の生産力的評価

ホ)祸色森林土佯芥よぴ黒色土爭样の地域的特性を表示でさる亜群設定の検討

へ)土出図印剧の莒林局夾糜ともなう諸問題>
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1I材陪および成長量測定法の基礎調査

11-1 林分成程:3の換定および予測方法に関する研究

1武験担当者

涌定研究室:西沢正久,川燧幸蘇,推’林唆昭

2試験目的

固定標準地内の林木の成長』(直径・囹高,材がなど)のデータを用いて各成艮依の分布を 

妍究し,既住の各頻林分成也止の推定方法を検討し•成長飲抱定の飛遍プD,トサイズの決定, 

林木の配黄状眼による成駐靖河定本城シ4ミレーシ,ンで決定すること・凌た林分の成艮退 

程全時來列とみて取り扱う方法の研究.そし-Cあらゆる予測方法の点丑を検討して最終的に最 

遇な成長！itの予湖方法を・立tることを目的としている。このため少なくとも5朋問(1期間 

は3〜5年)にわたるH蹴した阳湖値を求めなければなら3飞

3 前年度までの経過とえられた結果

训年度むXび今年•延以降の固定標傘地の潮査年度なXび湖推回故は第1炎のとおりでわる。

今までに初られた結果の既耍e次のと丸、りであ3

(i)定期诳径成長那む徴明謔査の前谨階別本敏の移動をもとにして,照愁と书遠がある, 

DR /1)E (進級本牧の倍/拔時木敖の倍)法によって华木の溢号づけをし由へで求めるこ 

とができる。固定標準地の単木の潜号づけを行なった資料から求めた実也長けとUの方法で 

求めた成長扯とがどの位違うか,また固定標準地の歌時の应径の理曲分•布を検討し,それか 

ら次めた確滔分布を用いてDR/ DE法で有効な推定が莉われるかどうかを前擒袞林局,IW 

橋営林署皆内19 9林班ろ小班内に設定したQ 5 ha(10 0 mX 5 0 m )のスギの固定標 

筆地(設!定13年生)の19 5 9年と19 6 4年の宜径測定の資料上、よび長野営林局,王滝 

営林脱T内19林旺は小班内に設定した〇.。1haのヒノや固定球準地(没定時8 0年先) 

の1950年•1955年,1 960年,19 6 5年の4回にわたる豆徑渊定の資料を用い 

て分析を行なつ&

いずれの摞準地も単木の瘠号づけを行ない直径湖定は2 R括約で行左われている,各林木 

の带i母にあ、ける相対応した应｛£澜定値を差弓IくことKよって実際の定勃政径成長拍:を求め, 

期出年数で割って速年直径戒艮收になふ、し志 朗首の再伝浩ごとに性とめて叶算:した平均さ 

れた運年直径成長纣をもって灾成艮叭としふ

次にD11/ D E咲を適用するために各•林木全はず曜初の年既の直径を用いて底您階ごとに
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分!nし,次に5年后の血径・を用いて近街堵ごとに分5した〇成長明間中に枯扣した林木 

(スギでは14本)や伐諜された林木(ヒノキでI 9 5 5年に5 2本間伏)は諛克直漫 

に枯扣や伐採が行なわれたものとして謁此時の本組、ら圏Iい无 これは灾成長景が枯 

招水や伐氏木全腿た両側定時明,こ存在する林木をもとにして求めたので,Uれと対比 

するためで.ろる。分須;:tスギ灯本敌が多いので!(な括約・ヒノキ浅少左いので2兩括約 

で行•なバj UれをもとにしてDR/DE法で直怎苦ごとのK匯成長景•を求»たら実成 

住质とよく一政し,固定慌準地全体では次のとふ、りであっる

DR/DE法による推定 

荫蹤長吊:(財)
灾成心(師) 差(誤差率)％

スギ
1 9 5 9〜1 9 6 1 0. 4 9 1 0.4 9 0 + 0.。 0 1(C12 )

ヒノキ
1 95〇—1 955 0.1 9 8 0.2 1 4 -ao 1 6 ( 7. 5 )

ヒノキ
1 9 5 5～1 9 60 0.1 9 3 0.1 9 8 —a00 5(2.5)

ヒノキ
19"〜196 5 0.2 3 2 0-2 4 4 -0.0 1 2 ( 4.9 )

次に&を庖函清を〇 .1,2 .............とふ、さかえた数字とし,それに防十る本数(度

致)を/は)としたとき

し=〇+丨)エ喝-----

を計算し,aとユよの関係から点徑分布が二項型,ポアソン型,負の二頂朝いずれの 

型であるかを検时した結果,どの標準地でも以J:の三つの型ではなく .正規砲率価を用 

いて検討した屛i吳正周分布生するUとがわかつ々

正規分布をあてW均て求めた理,饷的左玳率分布を各調此時のII!御若別本敬«うきかえて. 

DR/DE法で点径成艮;止を求めたら,実成長虹•をよ < 推定し.前の应樹本故から 

DRZ D E法で百接む勺;こ求めた直彳破長はの問をめうスムースな曲糠が捋られれ〇既住 

のD 11/ DE漆はフりーハン卜•でスムースな出演を引いてI厅定苗ごとのKI径成比止を求 

めていたが,この方法によれば城初からスムースな慰径成烷傾向が推定でさることがわ 

かった〇理縞分布からこのようKして求めた標準地全休の如泡成長旗の値を央成バ倩と 

対比すると次のとあ、りである〇

9一



正規分佈からのD R / D IC 
法による推定!K後成K;止

(m)
甚戒艮品(5) 左(雑並ぶ)%

スギ
1 9 59〜1 961 0. 4 8 0 0.4 9 0 -0.0 1 0 ( 2.0 )

ヒノキ
-0. 0 2 0 ( 9. 5 )1950—1955 a 1 9 4 0.2 1 4

ヒノキ
1 955—196 0 ■ a 2 〇 〇 " 0.1 9 8 + 0.0 0 2 (1.〇 )

ヒノキ
1 96〇〜1 96 5 0.2 3 2 0.2 4 4 -0. 0 1 2 ( 4. 9 )

この報告は4I年4月に京都で行なわれたH本林学会大会で,西沢iE久,川端幸次,惟 

休俊昭〃位径成長址推定に4すろー.号察〃として苑•安し& 我,7 7回日本林孚価大全 

禁演集に印刷予定である。

(II)長野な林局・上松富粘岩汗内1〇1林班い小班内のヒノキ尺徧生林固定標準地の〇 2,

1 2,2 1,2 2 . 3 〇 •の 5 ブU”ク(1ブロンクは 5 0 z/r X 5 0 <n )の1 25 ブロ 

卜(1ブD クが1〇 otX!〇 mO2 5 プロソトに分?,Jして,ちろ)のヒパの稚由の発 

生本敖の理希分布・を餅究して負の二項分布少:よくあてはまることがわかつる

4M湖されたヒパの発生本敖とブ。 ;卜救は次のとむりで吻っれ〇

ヒバの生立率数 〇 1 2 5 4 5 6 7 8 9 io 11 12 13 鮮

プaット数 ④ 30 14 7 6 4 2 -—1 ———1 125

(n — 1)SZ
ポアソン分布の適合变の袂定 ]2 = ——------------(ntt観澜放,’;壮平均本敢,

S2は分陂)を行なったら・P«0.0 〇 5で適合しないuとがわかつな.

(k4-x-l)! Rx
Px= ------- ------------------- ----------y- ( x=0 ,1,2....... )

x! ( k—丨)！ qk

p m
ここに R =——=----------

q in 4- k

という負の二項分布をあてはめる:焰,kの推定には次の三通りがある〇

-120-

(I) C =汐(ぎーよ)

(II) い!。«〇+ネ)T(w (N/fo )

こC,こfoはX= 〇のときの却ブD V卜次・Nは全ブ自,卜故

(lii)枳:法

Z,=S(制?-土)

(f-3 .
これらを用いて理詮分布(中)を:Rめ適合吱の検定、 パ =x-------------- ｝を行をつ

ん 中

たら次のとおりであった〇

X {
方法1 方法2 方法3

俯 考
<1> (fT衍史守 (f-D 加 0

〇 6 〇 6 5.2 0.1 62 6 0.0 〇・ 6 1.1 0.0 2 0

1 3 〇 2 6.1 0.583 2 8.0 0.1 4 3 2 7. 3 0.2 4 8

2 1 4 1 4.1 0.0 7 1 1 5. 3 0.11 0 1 4.9 0.0 5 4 之へ(d f=5

3 7 8.2 0.1 7 6 8.8 0.5 6 8 8.6 0. 2 9 8 0.0 5 )=

4 6 5.0 0.2 0 0 5.1 0. 1 6 2 5.1 0.1 6 2 7.81

5以上 8 8.4 1.19 0 7.8 0.0 5 1 8.0 〇.

計 1 2 5 1 2 5.0 Z -1.382 1 2 5.0 ど?=11854 1 2 5.0 75782

いずれも適合力:よいが方法3が一番すぐれていることがわかる。

この詳細は.川端幸続,西沢正久〃ヒノキ天然生林のヒパ推樹発生本欲の分布てついて・ 

として41年1〇月に行なわれた日本林学会関東支部大会で発我し％

4 41年度の試験計圖

必’陌林局・上松営林將管内小川也菜区のヒノキ犬然主册固定摞傘用の8フFック〇^ 3回视 

パと,前侮筒林局,前惦仃林蓍$T内のスギ人工林固定標準地の中間調資を行なう予定である。

5 41年度の試験経過と結果

民野冒林局,上松討朴方皆内小川木業区1〇1林班ヒノキ天然生林固定顷淅地の8プロ >ク( 

1プロック壮5 0 mX5 0 “ )の第3回用炎およぴ前僑的林局,前确営林唇管内,前爲事菊ぎ 

2 0 5 6林死のスギ間定・采準地の中間调査全行なった〇後者は標傘地を3フ・コー,クにわけ,ブU

2 1—



ノクごとに2 0 m\2 G はのし"姓ぜそれぞ!"・牛、!んで用澆区とは師电区とL ■’用は・ 

区公而血»で豹2 5 % .冬车或5 ?本の邪幹券疚 .•土應分散分沂I曜

ようとするんので,3矣 間戊木(Cついては現任:年聞隔C席・混:t/fをJf施中でうる。

6 こんごの問題点

国定應準地内で时当放のー貧イントを世んで角骸,"ロ去匕上り也吸的な分析を行なうと•功黑があ 

ると思われるが,予麻の％系でなかなか実行できない,iた•固定標準地に上ろ侧高成心D糾J； 

についての渊定法や分折去・険紂しなければならない。

1 2 2 —

11材積冶よび成長量測定法の基礎調査

1I一2 航空寧冥材技茨作成に関する研究

1試験担当者

経済村長:大友栄松

痈間硏究室・:中岛 強,拦渡幸男,長谷川訓字

却定防咒宾:椅度ミョ子,•还尖次,g,沖戸喜久

2試験目的

ステレオグラム(比較判冽写な)拙烂のR科を用いてせ空写真材代、&を作成し写此こより付S1 

推・を・お«なう方法を確立すろ。

3 前年度までの経過とえられた結果

死空’’舟’I材以衣の网整に閏して,」.陷和31年山熱,'•ドカラマツ人工林写女・材:直表作成、昭和

3 4季天城スギ人工林写.克剧•植&作成•等の試袋研究に上って御説鄭爲と鶴帰度,樹冠庖径,立木 

氏・企:斐4攵とした二変敌沈;'i&作成の方法が考究され,その儀答方面に応用をみ忌 略和4 〇年 

全:国:侔朴について比鞍河例写•女が作或されるUとと左ったので,C0rl«；<もとづへ写真材積表 

を・作〇戈することとなり,その作成方怯の所究が組哈にいたった。

4 41年度の號駭計画

k記目的に対する基礎出皆として.ステレオグラム作成のための1hn慄準地の最適材•稲諛止 

方法をもとめ,また写貞彌定地と地上調査値との結ぴっきの関係をみろことが必要であるので, 

ま幸ス・林分を対家として束京営林局if内に試罷地を我定し,全・株終木,ボイントサンブリン イ 

以真・柚定の各法を,炊る。

5 41年度の跋験経過と結果

犬城営林努皆内国冇林5 〇年生スギ人工林分に1〇 0/^X1〇 0汎の標準地を設定しその内却 

を！ D川方形に切り,全林徳木お・!:び,立木位避図,樹冠投彫図を作唆した〇

・た• Po in t Samp1i ngによる推定値とPlot Samp I i n«の値との比較を行なうた 

うに・方覗の各交点にお、けるPo i n t Siimp J i ng,Li ne Samp i i ngb'J:る側定を•あ、乙な 

い,Gれらの値によるP1<> t Sizeお,!.びPo i n t ,牧の変化にXる材う’i測定値の変切につい 

て,Plotの任置・個我・逝用係故の面より检討を進めている。

成準地綢査法のー一為・去として?lot less Samp1i n陽尖については従米明席な次地基準のな 

いまま実行にうっされ紡砂排:定上多くの湖題を先じていたので• 4 I年呷5、いて灯これK対ナ

-12 5-



る検討が進めら4そのとりまとめが大友技官により行なわれ;％ 

その雨妾は次のとむりでるろ。

はじめに

1947年と19 48年;てオーストリャのBitterlic也・尚明的な独創的左幕林個任法七

殆及しな〇その方法は始め细は.ホーストリャ以外の国よは余り知られなかった力:.19 5 0 

年頃より次弟^オーストリヤ以外の封の咏制•究者の注口を浴ぴて5へ日本では,アメリカっ 

毒部林刼我のGroso nba ugh力:Jou r na I 〇 f Fo r e s t r yの1 9 5 2 年1月砂に U

の方法を紹介し・批珂した蹄え「P］ 〇 I 1 e 8 s timber eatixm tes. nt；w. fast.easy 
* /

を冋年,滩曲「林况経｛斉Jに兀,N伏学の木梨が,荆介したのが始めてである。GrosenbaURh 

の紹介はこの方法を全世界絞晋及する契侬となり,それ以父・急速にこの方法の硏究やそのたう 

の•器修が続々と発表され,今日では全く実用化されれ0しかしUの方法の理,渝的研究が極めて多 

いのiても拘らず•非常に少なく•特(て屍調査理企の面からの研究は.僅かにGr 〇 senbauRh 

Pai ley and Ho rw i t zらの研究があるにすぎないi

Bitter】般1】の方法は邛1日やEssedの方法や,Strandの線抽出法を生みだした。これらの 

方法はGro8«i nbaughの述べた通り,好钢査理徐では全く共油的なものであるが,彼Mその 

tE應な迎明を示さなかつな,策者M . Uれらの渚方汨笠共通するー咬的な,it明と母分故の式を与 

え• Uれらから,上記の,諸方去の実地面における神剧の解決をはかつ您Uれらの方法の粗合 

せは次のようになる。

、 角痩彌定法く

•睥理曲

林地而泊An? •城立本敛N卒の源林の魂森をするUととしょう。この林の大に治号をつけたと 

常えい苻目の木の啊住屿をxiとする,エは•木の符性なら何でもよへ のえば.胸高直径,

線抽出法
(Strand法を含む)

、垂直方向
(平(B-Esse屹)

,水平方向
(B i 11 e r 1 i c 1】法)

点抽出法

—1 2 4 —

棋高.蜥甫而勺•it私など何でもよいが.本敌を知りたいとえ!ix：=1とあ、けば•！:ヘ 従 

ってXは上;己の特性值を妥素とするペクトルと考えた方がよI、ここで»次のことを仮定する。 

その面拈•修状け何でもよいか.各水に対し,ある俄域を対応させる〇ただし,Uの領域の境 

界日,現地ではラちり定められるものでなければならないbつまり現地で,誤濾点に立ったと

",その点がある木の領政の内iこ・らるのか・外;て,ちるのか,わかるようになっていなければな

らなレ、この目的のれめ号蔡されれ器械としては点抽出法,翔抽出法にあ、けるレラスコープ・ 

コノメターなど•谷棚の器械がある。そして,点抽出法の别合?よ領缺の昭:h屮诊・絲抽出法の場 

合は艮方侈となる〇次に,領戚は林の境界外にとびださないものと十る。Uのときは林縁木の 

雄の形は夜雑となる。

頒域の而Mを;^とし,N期の演ははある個莎では瓜なり,.8るいは!®れたり,あるいは•1 

成此が全:く他の領或に含1れたりするであろう。こUで全林がこれらの領ゆの境界で,M+1 

個の部分に分れたとし.その面柚をpfZ(^=o   ............ ..とする。ただし,p0はどの

木の何或にも含まれない株地の部分とす端 この林地に,1ケの点・またはランダムに方向の 

定められた1ケの顧を定め,そこで,砌［!!出法や点椒!!法にXる調査を•行なったとし・カウン
• N 乂・

卜木のXf Za 。を求:め・境計派としてその和刃=» ］而 十 〇一水が点ん, tたは 

您自で W ントされると刀は泓I =1,そうでないとさは。をと’るものとする)。この期待 

値は

E顷牛腎。七型*=土刑

N N
あるいは取件,告瓷E(& )=そ・产 (1)

haあたりの各特性値の楮計を:Rめるにはこれを10,。 0 0倍すればよいことがわかる。これから,

1Q0D0/&を各觀湖した特性値に乘じ,その合計を標本の大ささの故でわれば,haあたりの

云 
議

各特性の辟敖の不偏推定値が求•交ることがわかる。y&の分故の期寺値は次のよ刀でなる

。ー驾受ふー耳 

r &レM易詹ー' 

y at£ij A , 
ヾ XjXjl

y 恐 &ノ・ f

电「Sf『(言飯务卜終

または•EgT (畠光产)’旧［?严也
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2drf 2drノ

_ 怎

<31

A 141

2々

(T)

ただし,rz r； 一木,ノ ー木の眈大円半径,d.は,一木とノ ー水の距彪・$=以’"ノ以

(2)式で林地面せを一定とし,んで的敌分寸ればわかるように,知が大きいほど分妝が小 

にたる。また,相対分殺の式は

からV有3)=或")-(£(")了より⑵式を炬。

nリ;M 一木とノ一木の氏通な四以の而泊で,期由想法で片共通耕形の而"1で点抽出或でu 

2円の共せ溢分の面いとなる。前者のF合の面值の打口は葡地だが,供お・の"盘汨削•気が厄介 

だから・次にその詩算式を示して"く。

yJS!十2 §羽ノEん 

t へ 0 a£a;

山ノcos"»生±土び十ウ

だから.他の条件が同一の囲合け,林地而植がスきいほど,極が、くなる(実例蛙後出)〇 

上述の理鶴から,点抽出法や勒!抽出法で,レラスコーブやコノ メターを用いて調奁した’’忠の 

haあえりの时性値の給,汁の不偏推定値や,分液の推定値の決め方力;直ちに理爲されX 0〇なあ、・ 

ha当り本敢を推定したい場イ:,各点や各綴にか、けろ10.0。 〇/%の和を作り,それを平均すれ 

ばよいが,んは庖徑や樹爲の括約された値を用いてi什算ざれるので•括約の疝が大さいとさや, 

直径や助會の億が小さいとさは,区間内でー爆分布を仮定して求めた次の値の和を計算すろと丄 

い。階級福は直径以d伽,仪J高は/. mとする。

3i tterlich法でヤJ捨てのとさ一攀竺、
ぜ €l(d+O

4 0.0 0 0 
〇 酉捨五入のと志一

• 兀

蜘帷で"…使用w括』。点革)m。。。
\ひつノ

rt2 +c? 厂ノ +r:「ダ)一(栓 +r； i-ry 学

…T け立十「5 竺舞ぜ 一 2而由^

Z ノ

10000

5D0C

JODCO
X.—

湖!.

なお.われわれの噬?•は.x • yは各点,各 

碇って,上記の推定式在紀せば次のようにな

20 0 40 0 600、丄 800

四捨F入れ吸Jj___ X10. 0 0 0

\ D

丹・;a七法でレラ天コープ使用僚径切捨てi°K・ーオ X1aooo

N , N
.E竺_& 〇分收はぎ・ 
£=1歸 Z=1

対し一定のxうに兄える。しかし,その推定価は,推疽値・分散の両者を共に見るとさは優劣 

力:;£iめ爆いカ、用りについては«ア)法では1/hのオーダーだが,イ)法は固定パイアスが

岫 6G0 ,1r疝

となる〇!' 1Lしと2•竺色との倒係を見・ 

zFfu z=i a i

るたA址19 6 4年林梁試験知诚試版地のアカ

マツ3 5年生林分で9点をとり,Bi t ter I i c h 

法を行なって,平均倒高(五),平均産径(d)を 

擂定したが,上記を図示すると,第1図のように左り

(岳i；2m,沼髙1E舌的の炎を詩算してあるが紙数制限のため鶴iすろ)〇

两係や樹〇i:1ついては•平均!uS,平均向高を推定しなければならないが,これ,こは次の5方 

刼;め・られる。h aあたりの率枚や抢时い 捻直咨の推麹;可能だから,まず・傍通の比拆定法 

と比準の推定法力;考えられる。妬点を晅る回林を考えれば» y<O分故がX;こ比例するお合壮比推 

够・y・の分欲がK ’にI•濒すれば比率の推定法がよく Vの分散がXに対し・constan tO«J 

分は比i-2'xy Zi'x2の侈で措定するのが•！rい.

糅ごとに計算される2 —,£=&•であろ。

a i M

る(分放の次定式けよく点Uられているから細 )。
')」葛(信濫亂・ 

法仏あ就

I 3)(ど^\

U=i a£ A し=1 a, I.

/

に
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ある点»ウ)法ばiit•貫カ:項雑なことなどをむ恩すろとセ・,了)法力:上い!!う;こ思われるか, 

この問格こついて•昨年幽査した天财ギ5 8年:セ耕分;こっき嶼討中で,瓦

上述の基谜司あに基き.従米の各出つプロットレスサンプリング及びそれに伴なういろいろ〇 

問超,新しい凋査法などを次節以待に建べる。

3•点抽出法

点抽出去ばおいては,B i 11 e r I i c と平田法力:考えられ今 何れの方法でも前配の林分 

店成因子のすべてをついて情報因街上うとすれば,カウント木の直径児その花木につい把査し, 

用高はその毎木につき調査するかまたばカウント木中より抽出調査しなければならないb

3.1 Bi t te r I i c h法
この方法では鳶フデ となる。ただし唄は,一木の殉高新面植で県位はm七 〃i:t

レラスコーブなどによりはられる角である。いわのる断面植定収は乂/ = &としたとさの

なー g£ ・也2 a/2=雨己 ^

&3 Zi 2

K10.000をかけたものである。!0,00 〇 sin2 〇^2 =cとすれば

G/hn

V/ha

N/ha 

n

の推定値(&)：§ xカウント木の稔数

G,V, NはImあたりの胸高断面秋合計,同材措,间本数,hは平均制髙,dは平均直径, 

»は,瘀の大ささで以下uの北专を用いる。R , d,の推定には紡而積定玫が必要でないこ 

とに注,世された”,

5.2 平田法

平田は臾る角"力:6 8°15‘のコノ スターを用い,平均时高を推定する方法を考案した〇 >

-1 2-8-

点でのカウント液を:?,•于の平均を乏とからと.trt !〇〇Kああ水=hHjcxり椎定g

ると述べてい:、・
n

こ、つ式の分西。疳・史Mは•MQ3咨で,•：,5,00 02'(Z4-3/ /Nn(n-1)で近似さ 
lfc==1

れる。平位伝方我口・上記即:;"・ら孔•=房/TCOt；•’ムW/TCO代68ヽ5')=nドノ2故に

10.U 〇 Q/x £=2 0,00 〇/hi2 .2 0,0 0 050と時けば,微本から〇推定価:は次の上う其なる.,

へ C
N : 一 

n

ハ c
V: 一

n

これは(雨テ=,外广
/Nの1也定値であることがわか3 すなわち平田樹高は,林木の樹

离〇自柬の平均の平方快であるuとがわかろ。

一方,Bi t tRr i ich法の男合はカウント木の樹尚を平"ると断面狀を氛みとした平 

均樹髙(いわゆるLoreyの樹協)江とレ/ことがわかる。

4•線抽出法

この方法は林内にランダムに設!定されたー定長ノ桁の宜線上を崇きながら,各林木の盛径や期

做Cついて,線上の林木との般短距離の点から・一定角のコノ メター,レラ・スコープなどで•検 

視し角度よりはみだす木をカウントする方法である。この方法では直線の両间の木につき除視・尸 

る均合と片側の木のみ検視する瑞'の2方法があ矣 両啊険視の羽合は•使用・卜る倍数(定数) 

*1/2すればよいから,ここでは,片側険視の楊合のみを述べる。この方法の最初の考案者は 

ノルツ匚イのL. St randであるので,まず彼の方法を述べ,ついで苦者の考案した2方法を述

べる

-1 29 一



S t r a nd J:

Strand山て•:洛’釜Z;.: 5 x =15.7 xである。;听面值定改1でカウントさ・,した!う:」

となり•St rn ndの推定は不偏であること

St randは林木平均高は

-1 5〇-

従って• G/ha<------ 2
n A=1

g )=

LoreyO平均・商に左ることカ:わかる。れザの分敌の推定値,:i近似的に次の

N 
として計算しているが.分子の不偏推定植は ,咬h’/ha,分母のそれは・芝,8ノ1… と 

}=4 №1

したがって 2' g； ri,Zha—―
M 1 n

がわか&

一方,ha当りのgXhの合計 万幻队/!】^壮次のよう,こして推定される。Cの禺合汀コノ 
k1

メターでカウントされた木の应径をdo & "W高をれしとすると,&3=5疋ズ0.5电(n»2)Kz =
3紬(的

基缆理山から,休分の％あたり用高忻面依合叶mx c =gt= 汝;専T だから

X, 衣濫SXEQ0C

*

の木は&z = 5?rX0. 5「し:(寸),生安伯Z?=6 5 °5 〇’のコノメターでは, 

a* =5^X 0. 5 h A- ( rn7 ) *Cるる。

なるから•h拱土

Xうになることは当然理・解されよう。

左xmg潔就E・。。。d*

5砂<〇,5お

(n-1>

5^X0.5drz

Strand疽更に形我fをの壤定価にかけて,h”あ上り材狀つ推定を行な,ていろ

’牛,K讨械をV7 = ft hfとするとな,h a’ちたり片仙:12V,=1' f ,自れほから,f £ 

•ハナべてりしくたい四リ上・=ざ住g£m=f£*n〔とはならなへ しかし,大上セの材^ 

の!2I当をつけろエれ,彼の方法技おうであろう。

F?泪Sc rnnd皿糾由出な・ら,次の〇1.法,〇2法を考えて,2 • 3年前から実與して 

見たので,こ11らにつSて次に述べる。

4.2 0 1法

線hiとして»両側検拗っときは1〇 m ・片:PJ喚祝のと?(1 2 0 w{?とり.珞直角/？=6 3 °3〇, 

のコノ メターを用いると,以行も,什算も仲利で•らる。

0= 6 3 °3 Iのとき次施!,</=1Z2となろので,検琳つ瞄・一"為盧を使用しないで,樹 

ti$の半分の距瞇全目湖できめられるので.せいせ1ヽ2〜5本の木に対して,器はを使用するだ 

けで済み功程が高iる利点がある。カウント木:こついてな•求めろ林分間戈菸Eこよって,直 

役や樹高を鹿る。

もらろん,柑踞はカウント’木より抽出仰をして•ニ血抽出法を利用してもよレ、

とくに材個を算出するときf &が必岐だがスギなどけf区值旋とんどifi谨だけに関燃するの 

で,何商彌定を告路してもよかろう。
c ハ 也盼< 1a 〇 〇 〇

線長を/,画仃角をけとするとa£=/h;cotz?となる。------- ---------=〇としてこ

の定敬の値を次我亿示左

各因子の推定値

*
1 U m \ 2.5 m 1 3.4 瓜 6.7 m 2 0m

65 03 0ノ

6 8。1サ

2,。 0 0

2.50 〇 2.。 0 0

1.500

1.5 0 0

1.000

邸吭)A

い渣隽響"氣濤(孺・渣(如或

め ".よ(我關
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カウント木の熊卒故

カウント木の丄の衆由 

n

(スギ.ヒノキ・アカマツ,広做の皿 发は東京莒林,曷,面推は林局,•内の分•匕っいて,：,

怵英忒硕勤で作成して•ちる)。

.5 0 2 法

〇_直竺

" 冬m

i=1 k I

この方法は前の方成のコノメクーの代りにレラスコーブなどの听而小同定器を吊いろだけで 

既る,この嶋舍.&jH。;； cos：｝ m2と左る。aと折而旧定数(BAF )との関保は次衣 

のようになる»

BAF 1 2 4
a 

sin - 1_ [ 丄
2 1 00 ".7 50

Wgv Cとすれば・M次表のようになる

が 1 2 4
! 〇 2.。 0 0 2.0 〇 〇必 4.。 0 0

4.0 0 0 4.0 OOx/T 8,。 00
1 D 5 5 3

4.。 0 0 4,。 〇_Ov/グ 8,。 0 05刀=1 5.7
7Z n n

n線を抽出し,カウント木について,d,hを却定するときは•各因子のhaあたり推定値け次

：N=N/の仑計=三艾N •—

3面,4節に1<、いてはSampling errorの引算について,特別のものを除きふれなかっ

たか,Uれは基礎理涂から,商単に分岐の推定法がわかるので省略した。

-1 3 2-

4.4靱抽出法の実例

〇!怯については,19 6 4年に発也して.19 6 I年•19 6 5邪に松・実濾咨1所の実習の 

際!こ・天必iの保円休(面泌約5.S ha )にわいて•生徒;こ附Fせた2例•19 6 K下に行宏 

った収懂炎,‘開・坎數列・» 9 6 5年の天城16 2に小佬5づ虱材債麦叫亦の网などあるが・紙 

数の関魚卜割愛すん

5.林禄効果ばよる偏りの修正

4. 4の実例にもみられるように,’R , dのような平均値を除き,haあたりの敏はすべて過小 

诊定二なっている。この爆因は林緑木の確知・よ小さいにもかかわらず•この点を考慮しないで計 

尊したためで,一方平均値の羽合は分母•分子カ:间じ条件T・に・ちるため,大よそ消しあい割合よ 

い推定価を与えるのでめろう。従って,小面"や境界が液被な林地で,谷木の対応する領成が林 

外にとび出していることの多い林でa林探効果による偏りの蜂正が問魏となってくる。

この問:i0こついては增山氏が19 5 S年憑正を要しない抽坦法を・提案しているが•これは現地 

では実行不可•能に近い。19 5 8年のU・S・A.のGrosenbnughの提率や1? 6 4年の 

Barre tの提餐は不侗性の条件(こかなうが•ともに実行がやや爆椎である(日本の国有林では 

停・・姻扌近に点を落ちないようにしてソ&亍しているよりだが•これは御り全生ずる)。筆者’は・こ 

れGの方:喪以外｛C Bi t te r1i c h法につ!J次の2方法を考案して央製して見上»

7レ丢 孫本点と木との距灘か・,.木と鼓も近い境界との距誰より近いときのみカウントする。

この方法は木と最も近い境界との距雑かんmの時合は,m ーん’とする方法で•この 

&3を用いて.X, •10.。 0〇/？i£&？計算する方法である。

イ)法 林縁木でカウントされた木の領或の面用を・ド”トグリ”卜•やプラニメ ーターで求め,-c 

れを父£として,上のような計舞を進めるもので.らる。

両法とも.不佃で,ることは凝理榆よりわかる。

例1.天城国有林14 6にへ小班(ifiiW1ha ,xギ約6 〇年林分)で,10点をランダム 

に落して•rii t ter1i chtcKよる、折面積推定を行左っな〇ド衣に兄るように・真 

Ifijc最も近いものはア)法で誤差は•卜3. 5 %にすぎなし、イ)法は一 8. 8 % 7ど力:.m 

頼幅は最も.t い値を示している。林村奶果の修!Eを行なわゑいとさは・检盗;な.過小推 

定となっている。(ただしBAF=4 )

i 63-

真値-=5 9.5m3 推定狀 標'準岷差
佶頼幅 

(9 5站桝)
弘 浅

備考
•牡 点夯率

7 )法 
ィ)法

6 1.4m?
54.1

7.2 5m7
4.0 2

1 6.4 m2
9.1

2.1廿 
-5.2

3.5例 
-8.8

偏りを修正しな 
い場合

4 9.4 4.1 3 9.3 -9.9 -1 6.7 償頼個に貝・ 
値は入らない



冽2.19 5 9 〇芬用・〇么ス辛,ヒノキU•分.]8勺

お林分でB AF = 4を用い・全j]f；-.;( ! 2. 4 0 ha 

に対し,"<7.r抽出してBi t t.-r ! i chz3t 

行なった〇 U の府・-: ・イ)活により植りを仙正 

した〇その・果.左式のような排;回Aを傳:％ 過 

本故

共個1.2 1ノニ

推定侦1.1« 4

M屈

3 9W

3 9.6

惜

去に趴ブろ哭蝮の結果より考生すろと,イ)法は内XTCO血话前[;こ身力を性十るっ 

で,ア)法の方歩実用!:便利であろう。

林縁効果の河りは小林分で3かなり大魚いので.1ha内外の4：l；TBi t tor lie h 

法を行なうことは,初めて不枸で.この£うな焰は.全林毎水とか•他のプロ ・,卜 

あるいは単木单位のサンプリング在行な ')方が賢明であろラ〇

6. Bi t tor1i c h法ビおける剛題

Bi f. ter1ic h法;ニおける帯問廷は基礎理,•題こよって,はとんど解決さnることは既にふれて 

いるが,実冽により.その若干を次M示す。

6.1BA Pのザ化C佯なう推建値の分故の斐化

耽述のXうにH A Fが大$ くなる程,母分收は大と左る(ただし,他の因子は固定してむく) 

オーストりヤのPf lugbei1は約9 〇年史のストローブ松のI 8 haの林分で,9点で 

Bi f. f 〇 r 1 i ch去. Spu r r<Oa nu J e—s uhbipi t i onx氐•5 アールの卩]i纣ンプリングを 

行たい.その際B A Fの芨化と榇华依!差などの斐化の関係を兄ている。次心住者は(2武の母分’ 

故の竹飾式を利用して・天城司有林のスギ林の列によりしらべてみな〇貞科れん本の;代でらり, 

木の肪為そ方池は実際の値をとったが、面悟だけは実際より広く,BA F=1のと丹の拡大円 

がすべて林地内(に含性れるような地城2, 9 4 On/をとつ冬 データ位次の通りである。

B A Fの変化无よる£粉・敞の変化耻次のX,うになる。

水港号 席1 Jo 2 •K5 ASA 临 出}距圈 m

g敬 4 6.2 4 9.4 4 5.2 3 6.1 刷・ 席2 竺 _
・板 2 8.5 2

做倘m 2 4.0 22.0 2 0.0 2 0.0
,径 5 7.1 2 9.0 5
芯 4 9.1 6 4.7 3 6.6 3

ズ面n'tに近い4 〇 5『秋汁い・弥林効吳の倘りを格正すると次のようになる»

B AF 1 4 1 6 32

分 故 2.5 5 1 3.11 5 0.6 2 1 3 5.8 4

-1

B AF 1 4 1 6 52
分卜)法 1 6 1.6 1 > 6 1.6 J .1 8 83 9 ヽ・-8
故|イ)法

000 27.。 9 1 88.5 9 77 4.6 8

Pflu Rbe i1以さら;こ,両町自方眼紙のX岫にBAFをとり•庶・ば二浅ヤ燦故3:とると4- 0. 5

の預斟全なr疽源Hなると疝ベ,こQこと,1Bo e nも招?;;•朴のあおで问ぶなこと>■加て1泓 

即ち(og(CV)= R‘ +0.5 *0ff (BA F )力:或立し.またProdnmついうようわ , ( 〇 V)；- 

(BAF )ノ = (CV )ノ‘ - (BAF )zの関爆がなることを一応出めてい冬谀はさらK ,直谨階別 

本以,贵せについても比较しているが,その結架にXれば,B A F=1とttO 5 ha円形ブu 

卜とはよく切似しているカ:・2 • 4........ とRAFが大になろにつれ.次席に墨か大さくなり.

小裱木が少なく,大中邃木が大々くなっていろ。

BAF
分 敢 6,2群度に対する分妝の度化

もとの目!}<淮
1/3だけ近 
づけた拐合

2/5だけ近 
づけた糊合

6.!の実際の讶料を用い,林地面植,

1 2.5 5 20 7 2.91 は攵,その他の茶件が一定としたとさ,

4 1 8.11 2 0.5 4 2 3.8 2 木冊の距好を1/3,2/3だけ縮めた
1 6 5 0.6 2 72.1 7 9 2.5 6
3 2 1 3 5.8 4 > 59.2 7 2 64.6 9 と3.す左わち样废が大!«なるにつれ 

て分敌がどのように:変化するかをみる

'、、贮
BA>\ 2.9 4 Om2 4 0 0m5 ! 〇 0ma と次衣のxう忙,即既が大に左るにっ

--r 0.5 2 4 7 0.0 0 0 0 2 〇 れて分散が大になることがわかな

4 4.0 4 5 6 0.11 2 〇 0.0 0 5 3 6.3 林地海植の変化iご対する相対分
6 11.3047 0.7 7 98 0.1 2 3 1

32 2 9.8 9 〇 4 3.2 0 2 5 0.31 2 7 敌の変化

I 丄 C •• |^1—1,1..1
掘問距藏や林木の大きさ左どの条件

4— お«した焰合,林地面油やB A Fが斐るとn ,紺対分妝はどうなるかを前紀資料に站き, 

次表に示すと・及礎理植で述べたように面詩が大普くなるに従い・相対分妝は大に在る。(b 
A Fについては既述を参照されたい)〇

6.4 Bi t ter I ich法で立木断面内に抽出点がおちた野合,無祝するときの偏り

この問密については日林誌(19 6 6 ).«1に闭く:が昼明し・又一例ではあるが街田のシ

ミレーシ,ンによる解決によ<Sよ5に問超と・らない,林内に1点をおとすとさ,立木所面に 

£、ちる俪率以.三戸/Aで・2*g£力:ha•ちたり7 〇〜8 Qm喧る林は極めて祐だからao 〇 7 

〜0.0 〇 8が械大照率とたるから・常,濫的!ても削析できる。

今,このような椚査不能点を項くとすると比絞的均斉な林分では,平妁的35:皿たり断而
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拍の侷リけXlUOOOm5となろう。従ってたとえ,1h a1〇〇 n/、つ斬沖附」糊2 

林が劣ったとしても 一一一 nJ1mナ在わら1©扈」、な何り：!:今ることい': 

り・間毋こなら及いであろう。

7.点抽出虫とり由ブn yトサンアリング

Bit ter I i c h,去と円彩探本地调査法についての比較餅究行,前紀のPf luqbei1の洲をん' 

めとし・蕙めて多へ 応者らの行なった19 5 9年の愿羽国有林の例では(1Om )円杉ブロ, 

卜法もBitterli ch於(BAF=4 )も殆んど稍瓯の点では差はなかっな。

しかし,カナダのKi r by © 1 9 6 5 ( Dec.)の発衣では,奨令天然计広混交肥、での灾ス例 

では1/5エーカー標ボ地法に対し,BA F=1〇のBi t ter lie h虫は变亜j隔牧は1〇%はど 

多かっえし.亘径3.6吋以Eの木;てついてプ“ソト法は5割位号度がよかったと発表していろ〇

GrosenbaughとStoverも19 5 4年にこの比絞を行なっているが•plot曲拭秋 

1/4エーカーで•point samp I eよりも,plot samplぜの方が沛史は2 g %ほどよ 

かったが,推定価がほとんど麦りないこと,谈®時間・労力の而から点抽出法の方がよいと発表 

している〇

19 5 7年発我のKendn】】とWittgensteinのP<-1 r.uwaの天然林の痢充格吳 

でも1/5x—カーブロット法の烈衝噂ズ,po i nt. sample Iりを小さかったが•推定値 

はほとんど異ならない(,これはGros enba URhらの•麹査結果と傑とんどー致してい冬,

上記の备研究者の充.安から,一がいに何れの方法がよいか庆定することは困雉で,対須林分の 

地林況fこ相当関係するものと蚣れる,

一方また,莞者の蜒理关から•すペての3,£が冋じものとすれば.(阪は円彩でも•［力T修 

でも.ks)uの理論がPlot samplin舟にも使える〇冽えばヨ,£=た"とすれ•ぱFL修プロ ・ 

卜去にをり・しかもUの円形ブロットに互に重なる部分があってもよヘー幽て円形プロノトで 

は平面を隊問なくお・お"うことができないので,むしろ却iJてこの方がよいかも知れない。この・】 

合の分放の式(2)は N
滞み土如…厂浮］

Bし…詞霽孔ぎ・韻:咎ん甞.

と左る。
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8.結 ぴ

遂釆,定角溜京法•1•样さんるI" ml i ch法•平田溢,St rand去.;二ついて"各人,•こ

Xり色々の血から・江明されていたが•その分阪Q計用こついてはPa1leyとHorwi tzか 

材・備亿っいて倫じている外には,ほとんど鈴じられず»谕じられても,無！!S母集団か有限母集団 

かの蹄Aが日本では室んでうつも 浪器』»上配のすべての方法について一頁した莖礎理冶より• 

各因子・の推定値の求の方,な分散の仆・公式やその分液の推定値の!it・煙方法を述べ火 平均阴商, 

平均立径の3稲の推定法!こついても検肘を加え氏

ざらに現在U・S. A.で川地になってI、る林縁効染;こついて偏りのない2方法を提案し,断面 

W
醇定故が大;‘こなるに従い«分胶が大にたること・烛つ釜件を一定こした屬含•3 »停度が大にな〇 

につれ分畋も大;てなり,林地面Wも大になるにつれ,毎対分放(r e1—vn r i a n c e )が大にな 

ることを示し.日本で問題!こなった木の断面內にg.点がおちた場合に魚祝することにより偽り 

技negligible sma1】てあるUと’を述べた〇また,円彩や長方形の!?冰地§啞法は,木の 

利宅十るdomai n力叶ベて一定の形状,而植を与えた詩別な期合の点刷出法,枢抽出出と考え 

られたことを示し•plot samplingとplot less samplingの若干の実例を弓I用 

したが,この後劣は林相仙査目的や項目,労力,費用などの問題が関連しているのでー既に何れ 

がまいかれきめられなへ やはり•その調査な応じてさめるべさものであろう(小林分の堤合 

は全林組木渕叡> よいことは当然であろう)〇

この,•命攵をまとめるにあたり,灾例の,计算については主として柄瘦なよ子氏にR1当して頂き.

•fだあ雄次!:3氏,狎戸喜久氏. &・郎氏らの援助を得もなお上智大学救授斉祚会一面博士に 

E•制文在通統され,とくに各秋の推定式の正しいことを给て頂さ有芽なご助目を賜わつセ 以 

上の諸氏に対しては・裏心Xリ感澜の意を衣する次第である。

写直渊砲«ついては旅腐洞定法ろ写为・の次淡構成と到貌疎密度との関的てついて写.氏珠 

が樹冠像.地我”’幻 閔絵馈によって米れぞれ占めら,Iる比綱が剥6既により受化/・る関係(日林 

誌£1年大会・倍演果)が求められ,琮械的・上’微妃により写哀を琬岳鹿区分する方法が,试みられ
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0

うこんこの問題点

各椒の應査方式;こよる仙ポ3か蛉礎•林分構适の速い:て.!:ってどのように変化すろかん•也ら:. 

にし,各極林分にわ応する」:际地北J在法を解明する必要が・うる。

上え号真判読防の臨・調定方宏の研究を各朴分阪こ・と心纽,判就故獻こよるお分时 

推追の,汁鼻方式を確立する必残が,勺る〇

-1 5 8-

12 ,経営計画の編成

•12-1 地位指以:に为する燙宛

1ぽ技担当者

径河科反:大友栄ほ

側定研究室:西沢正久,IIIU幸E ・如度ミヨ子•类装次照,神戸喜久,西川匡英

2 区験目的

我:上化州命を用いて土・喚用干や環境因子から地位指故を推定する翌合の迎位:指敌は固定標观拙 

つ隔可責科を思こしなければならないカ:,隨単には汗定プロノトまたは個幹fj晰による池位指故 

曲感を用いて外的茹堆として与えられる。適台っよい地泣:指敘曲褪の適択,土垂型によるガイド 

カープの用幻用違,哲定ブロットによる地位指散!!;感と出幹棉析iてよる地位指技曲枷)招遂,C 

れらを川いて与えられた各ブnットまたけボイX卜の地位指紋と土聖因子や環境因子との城っ 

今の問題などを•充明して,妥当な地位指散の決定法を確立することを目的とする。

3 前年度までの経退と得られた豬果

K洋年脣M 〇年での桝商を2 m間隔で泛わした地位指数を土.泌釜件と,環埃!S子から浏止化の 

.哩点«よって准定する方法を解析した〇

”利け刷:『な林局•上田営林％・な内上田車據区15 5 |[～14 6木母の和蒼哗と"玲を含む 

2丨牢’わから50年生i?での6 0 0 h aのカラマツ人,匚林である〇このりから92点を選び 

Bi f ter I i ch 法を用いたボイントサンブリンダの方法で洵制を肖ない.その中心点付近で 

土妙试孔での土蝴折面阂交あ、よぴ度裔,方位•曄斜など 、つ環塢畑F企行なつちまた•や次つ詞 

存点で他位指汝曲線作成のための標本木の樹幹席,後肖なった»この]?料を用いて初田峠と街峠 

の2プロンクについて別個に均位指放的,すを作成し・岡査疝の林湘と决野木の平均间ばをUの地 

位｝&教皿皈上にプロットしてその点rこ梁も近い地位街孜でもつで,その点の雄位:指成Y)としも 

次に土,漱4面む上ぴタ说条件については表(1〜9 )の項目を凋在しふ
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fl) 土糧型气盾讃度(X,)

3/ (dry) B/D

カテゴリー
〜5濒

①
6〜1〇

(2)
1I〜
0

～5 6〜1〇
〇 _

うえられる談抵 3.8 9 2 2 1 3.4 0 0 4 1 2.9 8 9 8 1 2.1 8 72 11.97 1 3

& 〇 BZ E
»テゴリー 11〜1 5 16〜

(7)
〜1〇

8
11〜1 5
6

宥

うえられろ以it 1 3.。 33 5 1 4.1 56 〇 1 4.5 4 8 8 1 5.8 0 0 5 1 6.7 5 2 4


